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研 究

１．中枢神経系腫瘍の分子生物学的解析
中枢神経系腫瘍は病理組織学的所見よりも、分子生物学的所見
がより腫瘍性格を表すことが明らかになってきている。摘出腫
瘍検体に網羅的な解析を行うことで、腫瘍予後を類推し腫瘍化
に関連する因子を同定。治療に結びつけていく研究を推進して
いる。

２．特発性正常圧水頭症の病態解析
近年、治療可能な認知症として注目を集めている特発性水頭症
に対し、診断確定ためのバイオマーカーの同定や、病因の同定
を行い治療に直結する研究を行っている。（図）

３．脳波解析によるてんかん焦点の同定と検討
脳波のデジタル化から、時間周波数解析が可能となってきてい
る。特に高周波律動を見出し可視化することで、てんかん焦点
の同定する研究を施行している。これにより治療後の発作予後
改善が期待されている。

主な研究テーマ

主な研究内容スタッフ

1. 中枢神経系腫瘍の分子生物学的解析
2. 特発性正常圧水頭症の病態解析
3. 脳波解析によるてんかん焦点同定と検討
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Research

１． Molecular biology of central nervous system tumors
It has become clear the fact molecular backgrounds reflect more 
correct characters than histopathological appearance. Using 
comprehensive analysis on excised tumor specimens, we are 
estimating prognosis of tumors and identifying factors for 
tumorization. We are promoting researches those lead to 
treatments.

2. Pathophysiology of idiopathic normal pressure hydrophalus
This disease has been attracted attention as a treatable dementia. 
We identified  biomarkers for diagnosis and the factors of 
prognosis. We are conducting research directly connected to the 
treatment by identifying the etiosis. (Figure)

3. Identification and analysis of epilepsy focus with wave studies
The digitization of EEG brought us time frequency analysis. Using 
this method, we have conducted research to identify epilepsy 
focus by visualizing high-frequency lesions. This is expected to 
improve the prognosis of seizures after treatments.

Main Research Subjects

Research HighlightsMembers

 1. Molecular analyses of central nervous system tumors
 2. Pathophysiology of idiopathic normal pressure hydrocephalus
 3. Identification and analysis of epilepsy focus with wave studies
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国内学会発表 131 西岡和輝, 末梢性中大脳動脈瘤に対する血管内治療．第35回NPO法人日本脳神経血管内治療学会学術総会, 福岡, 2019年11月21日



国内学会発表 132
野中　宣秀、大倉　英浩、堤　佐斗志、鈴木　隆元、石井　尚登、矢富　謙治、寺西　功輔、山本　宗孝、大石　英則:高齢者CAS手技の注意点―合併症より学ぶ―．第16回日
本脳神経血管内治療学会関東地方会，東京，2019年1月15日

国内学会発表 133
野中　宣秀、石井　尚登、鈴木　一幹、矢富　謙治、寺西　功輔、大石　英則:ステント併用脳動脈瘤塞栓術を選択した前方・後方循環解離性脳動脈瘤38例の治療成績．第35
回日本脳神経血管内治療学会学術総会，福岡，2019年11月23日

国内学会発表 134 ⾧谷川 浩:血栓回収療法時にTrevo XPが中大脳動脈より抜去困難となった一例. 第16回日本脳神経血管内治療学会関東地方会学術集会 2019年6月15日 東京

国内学会発表 135 ⾧谷川 浩:地域連携急性期脳梗塞受入搬送システム導入後における血栓回収療法の治療成績. 第35回日本脳神経血管内治療学会学術総会 2019年11月21日 福岡

国内学会発表 136 原　毅, 胸骨骨折による不安定性発生に伴いパドルタイプ電極の屈曲により脊髄症状を呈した症例, 第13回東京脊髄倶楽部, 東京,  2019年1月19日

国内学会発表 137
原　毅, 佐藤 達哉, 小林 望, 岩室 宏一, 野尻 英俊, 奥田 貴俊, 尾原 裕康, 金子 和夫, 新井 一, Preoperative embolization for hemangioblastoma : a case 
report, 第26回日本脊椎・脊髄神経手術手技学会, 大阪, 2019年9月6日

国内学会発表 138
原　毅, 佐藤 達哉, 小林 望, 岩室 宏一, 野尻 英俊, 下地 一彰, 奥田 貴俊, 尾原 裕康, 金子 和夫, 新井 一, 成人発症脊髄係留症候群の治療と課題, 日本脳神経外科学会
第７８回学術総会, 大阪, 2019年10月9日

国内学会発表 139
原 毅, 佐藤 達哉, 小林 望, 岩室 宏一, 野尻 英俊, 奥田 貴俊, 尾原 裕康, 金子 和夫, 新井 一, 頭蓋頚椎移行部発生Calcifying Pseudoneoplasm of Neuroaxisの1例, 
第34回日本脊髄外科学会, 札幌,  2019年6月20日

国内学会発表 140 原　毅, 尾原 裕康, Spinal Intradural Extramedullary Ependymomaの１例第54回日本脊髄障害医学会, 秋田, 2019年10月31日

国内学会発表 141 原　毅, 尾原 裕康, 胸骨骨折による不安定性発生に伴いパドルタイプ電極の屈曲により脊髄症状を呈した症例, 第54回日本脊髄障害医学会, 秋田, 2019年10月31日

国内学会発表 142
原　毅，阿部　瑛二，阪本　浩一郎)，下地　一彰，尾原　裕康, 宮嶋　雅一，新井　一, Terminal myelocystocele 7例の治療経験 第34回日本脊髄外科学会, 札幌,  
2019年6月21日

国内学会発表 143
原田佳尚、吉田賢作、野尻宗子、栗原由美子、小林弘幸、新井一:自然史に基づいた画像分類による慢性硬膜下血腫の術後再発抑制に関する後方視的研究　第28 回日本脳
神経外科漢方医学会学術集会，東京，2019年11月9日

国内学会発表 144
原田佳尚、吉田賢作、野尻宗子、小林弘幸、新井一:五苓散による慢性硬膜下血腫の術後再発予防効果についての後方視的研究　第78 回日本脳神経外科学会総会，大
阪，2019年10月9日

国内学会発表 145
肥後拓磨, 菅康郎, 三島有美子,吉田賢作:脳血管障害患者の急性期治療におけるperipherally inserted central catheterの有用性について. 第44回日本脳卒中学会, 横
浜, 2019年3月21日

国内学会発表 146
肥後拓磨, 西岡和輝, 三島有美子, 菅康郎, 吉田賢作:磁場式ナビゲーションシステムを用いた内視鏡的血腫除去術の有用性. 第78回日本脳神経外科学会総会, 大阪, 2019
年11月9日

国内学会発表 147 菱井誠人:実臨床におけるStupp regimen.　日本脳神経外科学会　第７８回学術総会,　大阪, 2019年10月10日

国内学会発表 148 菱井誠人:実臨床のおける膠芽腫標準治療.　 第３７回　日本脳腫瘍学会学術集会,　石川, 2019年12月1日

国内学会発表 149
堀越　恒、野中　宣秀、大倉　英浩、堤　佐斗志、鈴木　隆元、大石　英則、安本　幸正、伊藤　昌徳、石井　尚登:同一眼窩内に2種類の血管病変をきたした1例．第30回石内
カンファレンス，新潟，2019年2月16日

国内学会発表 150 堀越　恒, 腎臓原発性転移性頭蓋内滑膜肉腫の1例．第97回日本脳神経外科学会中部支部学術集会, 石川, 2019年9月21日

国内学会発表 151 堀越　恒, 破裂末梢性後下小脳動脈瘤の検討．日本脳神経外科学会第78回学術総会, 大阪, 2019年10月10日

国内学会発表 152 牧野健作, 破裂右IC-PC動脈瘤クリッピング後にsegmental arterial mediolysisにより腹腔内出血をきたした一例． STROKE2019, 神奈川, 2019年3月23日

国内学会発表 153
松本　崇, 美山真崇, 田之上俊介, 小野健一郎, 大川英徳, 城谷寿樹, 成人期に特発性中脳水道狭窄症による急性水頭症を発症した一例. 第78回日本脳神経外科学会学術
総会 2019年10月10日

国内学会発表 154
三島有美子, 杉山裕紀, 菅康郎, 吉田賢作, 肥後拓磨:破裂内頸動脈先端部瘤に対してコイル塞栓術を施行した５例. 第34回日本脳神経血管内治療学会学術総会, 福岡, 
2019年11月22日



国内学会発表 155 三島有美子, 菅康郎, 肥後拓磨, 吉田賢作:破裂内頸動脈血豆城動脈瘤に対してステント併用コイル塞栓術を施行した２例. 第44回日本脳卒中学会, 横浜, 2019年3月22日

国内学会発表 156
三島有美子, 西岡和輝, 菅康郎, 吉田賢作, 肥後拓磨:破裂内頸動脈先端部瘤に対してコイル塞栓術を施行した５例. 第78回日本脳神経外科学会総会, 大阪, 2019年10月
10日

国内学会発表 157 三橋　立、工藤健太郎、徳川城治、菱井誠人, 高齢者に対しての血栓回収療法の当院での治療成績, 第35回日本脳神経血管内治療学会学術総会　2019年11月23日　博多

国内学会発表 158
三橋　立、工藤健太郎、徳川城治、菱井誠人、矢富謙二、寺西功輔、山本宗孝、大石英則, 超高齢者に対しての血栓回収療法の当院での治療成績, 第44回日本脳卒中学会総
会　2019年3月21日　横浜

国内学会発表 159 宮嶋雅一:マウス脳における溶質のクリアランス機構の解析　日本脳神経外科学会第78回学術総会　大阪,  2019年10月9日

国内学会発表 160 宮原　怜, 対側閉塞を伴った内頸動脈near occlusionに対しCarotid Artery Stentingを施行した１例． STROKE2019, 神奈川, 2019年3月23日

国内学会発表 161 宮原　怜, 経脳室的アプローチで摘出した脳動静脈奇形合併破裂レンズ核線条体動脈瘤の一例, 第30回石打カンファレンス, 妙高赤倉温泉　旅館おかやま, 2019年2月16日

国内学会発表 162 宮原　怜, 対側閉塞を伴った内頚動脈near occlusionに対しCarotid Artery Stentingを施行した1例, 第44回日本脳卒中学会総会, パシフィコ横浜, 2019年3月23日

国内学会発表 163
宮原　怜, A surgical case of distal lenticulostriate artery anuerysm related with anteriovenous malformation, 第6回東京上海友好脳神経外科会議, 慶雲館, 
2019年3月30日

国内学会発表 164
宮原　怜, 孤立性線維性腫瘍（solitary fibrous tumor）と髄膜腫が併存した小脳テント腫瘍の１例, 第138回　日本脳神経外科学会　関東支部会, ルミエール府中, 2019年
4月20日

国内学会発表 165 宮原　怜, 心房中隔が関与したと考えられた頭蓋内塞栓症の３例, 第78回日本脳神経外科学会総会, 大阪国際会議場, 2019年10月9日

国内学会発表 166 矢富謙治、寺西　功輔、山本　宗孝、新井　 一、大石　英則　後期高齢者に対するパイプラインの治療成績について.　第44回日本脳卒中学会総会，横浜，2019年3月23日

国内学会発表 167
矢富謙治、阪本　浩一朗、池村　涼吾、中西　肇　進行性脳卒中を来した内頚動脈解離に対して急性期に血管内治療を行った一例.　第6回日本心血管脳卒中学会学術集会，
東京，2019年6月29日

国内学会発表 168
矢富謙治、寺西　功輔、藤井　隆司、新井　一、大石　英則　硬膜内脳動脈瘤に対するflow diverter stentの安全性と有用性.　第35回NPO法人日本脳神経血管内治療学会
学術総会，福岡，2019年11月23日

国内学会発表 169
矢富謙治、寺西　功輔、鈴木　一幹、中嶋　伸太郎、新井　一、大石　英則　母血管が蛇行している大型内頚動脈瘤へのパイプライン留置にScepterXC でのアンカリングが有効であっ
た一例.　日本脳神経外科学会第78回学術総会，大阪，2019年10月10日

国内学会発表 170 山本拓史, 救急診療における急性期脳内出血に対する神経内視鏡手術の役割に対する役割．第24回日本脳神経外科救急学会, 大阪, 2019年2月2日

国内学会発表 171
山本拓史, 脳神経外科疾患の急性期栄養管理～Recovery Journeyに基づく栄養療法の実践～．日本脳神経外科学会第78回学術総会(ランチョンセミナー), 大阪, 2019年
10月10日

国内学会発表 172 山本拓史, 内視鏡下血腫除去術の有効性と包括的手術適応の構築．日本脳神経外科学会第78回学術総会, 大阪, 2019年10月11日

国内学会発表 173 山本拓史, 内視鏡下血腫除去術の標準化のための手技の工夫．第26回一般社団法人日本神経内視鏡学会(シンポジウム), 神奈川, 2019年11月7日

国内学会発表 174
山本拓史, 内視鏡下血腫除去術における合併症回避のためのOn-The-Job Trainingの実践．第26回一般社団法人日本神経内視鏡学会(ブラッシュアップセミナー), 神奈川, 
2019年11月8日

国内学会発表 175
吉浦徹　和田孝次郎　山本哲也　谷口尭彦　萩田大地　遠藤あるむ　田邉宜昭　土井一真　美山真崇　小林達弥　熊谷光祐　富山新太　竹内誠　豊岡輝繁　大谷 直樹　卓上
顕微鏡でのバイパス練習とlearning curveの検討～若手脳神経外科医の練習記録より～　第78回学術総会　2019年10月10日　大阪

国内学会発表 176
吉田賢作, 三島有美子, 菅康郎, 肥後拓磨:小脳出血後水頭症手術の⾧期経過でslit ventricleを来した症例. 第138回日本脳神経外科学会関東地支部学術集会, 東京, 
2019年4月20日



国内学会発表 177
吉田賢作, 杉山裕紀, 三島有美子, 菅康郎, 肥後拓磨:急性期脳主幹動脈閉塞例の脳血液量とMRI所見の比較について. 第35回日本脳神経血管内治療学会学術総会, 福
岡, 2019年11月21日

国内学会発表 178
吉田賢作, 菅康郎, 三島有美子, 西岡和輝, 肥後拓磨:末梢性中大脳動脈瘤に対する血管内治療. 第16回日本脳神経血管内治療学会関東地方会, 東京, 2019年6月15
日

国内学会発表 179 吉田賢作, 菅康郎, 三島有美子, 肥後拓磨:ASPECTSの低評価の脳梗塞症例に対する五苓散の効果について. 第44回日本脳卒中学会, 横浜, 2019年3月21日

国内学会発表 180
吉田賢作, 菅康郎, 三島有美子, 肥後拓磨:血栓溶解療法後の循環動態管理におけるクリアサイトフィンガーカフの使用経験. 第24回日本脳神経救急学会, 大阪, 2019年2月2
日

国内学会発表 181 吉田賢作, 菅康郎, 三島有美子, 肥後拓磨:脳動脈瘤塞栓中に術中破裂した症例の検討. 第48回日本脳卒中の外科学会, 横浜, 2019年3月21日

国内学会発表 182
吉田賢作, 西岡和輝, 三島有美子, 菅康郎, 肥後拓磨:椎骨動脈解離例の後下小脳動脈分岐部のSAS画像の有用性について. 第78回日本脳神経外科学会総会, 大阪, 
2019年10月11日

国内学会発表 183 渡邉瑞也, 抗血栓療法中の脳出血発症例の検討．STROKE2019, 神奈川, 2019年3月23日

国内学会発表 184 渡邉瑞也, 慢性硬膜下血腫とサルコペニアとの関連性．日本脳神経外科学会第78回学術総会, 大阪, 2019年10月10日

国内学会発表 185
和田孝次郎　大谷直樹　豊岡輝繁　戸村哲　富山新太　竹内誠　森健太郎　内頚動脈クリッピング術における頚部内頚動脈確保のための剥離方法．第64回防衛衛生学会．
2019年2月8日　東京

国内学会発表 186 和田孝次郎　頭痛は減圧障害か　文献的考察　第19回日本高気圧環境・潜水医学会関東地方会　2019年6月22日　静岡

国内学会発表 187
和田孝次郎　大谷直樹　豊岡輝繁　竹内誠　富山新太　戸村哲　熊谷光祐　小林達弥　スタチンによる頚動脈内膜剥離術に伴う血栓塞栓症予防効果の検討　日本脳神経外科学
会　第78回学術総会　2019年10月11日　大阪

区分 番号 講演者名, 講演タイトル, 学会名, 場所, 発表年月日等 国際共同

特別講演・
招待講演

1 Miyajima M: Problems in iNPH clinical practice after SINPHONI studies. Asian NPH Forum, Taichung, Taiwan, Jan 12, 2019

特別講演・
招待講演

2 Hidenori Oishi, Nuances in stent assisted coiling for intracranial aneurysms. SNVICON 2019・Mumbai・India・2019/06/14

特別講演・
招待講演

3 Hidenori Oishi, Prospects of intervention and training in Japan. SNVICON 2019・Mumbai・India・2019/06/14

特別講演・
招待講演

4
Hidenori Oishi, Single center experience of braided stents/Flow diverter devices for intracranial aneurysms. 4th Bi-Neurovascular Symposium・釜山・
韓国:2019/05/11

特別講演・
招待講演

5 Hidenori Sugano, Amygdala enlargement; a subtype of temporal lobe epilepsy, 13rd Asia epiepsy surgery congress, Kobe, 2019.11.1

特別講演・
招待講演

## Kojiro Wada, Kentaro Mori. Carotid endarterectomy hands on. 5th winter seminar on cerebrovascular disease. Nagoya, Japan 2019.1.21

特別講演・
招待講演

##
Kojiro Wada, Kentaro Mori. Treatment strategy for ACA partially thrombosed aneurysm. 5th winter seminar on cerebrovascular disease. Nagoya, 
Japan 2019.1.21

特別講演・
招待講演

##
Kazuaki Shimoji, Longterm outcome and managment of MMC, Encephalocele repair surgical managment, Reccurent Craniopharyngiomas,Pediatric 
cerebral aneurysms, Solve the case, The 16th Asian-Australasian Advanced Course in Peadiatric Neurosurgery (AAACPN) (5th cycle -3rd year) , 
Zhu-Bei City, Taiwan Oct 31- Nov 3rd,2019

特別講演・
招待講演

##
Kazuaki Shimoji, Management of Myelomeningocele, Princeples of anterior skull surgery, Solve the case, 2019 European Society for Pediatric 
Neurosurgery Annual Postgraduate course (11th cycle -2nd year) Harrogate, United Kingdom May 20-25,2019



特別講演・
招待講演

##
Yukoh Ohara; Percutaneous endoscopic lumbar discectomy ; History and basic techniques. Neurosurgery Committee of Shnaghai Association of 
Chinese Integrative Medicine Conference, 2019 Shanghai-Nagoya International Neurosurgical Forum, The 10th ACNS educational course, The 6th 
International conference of Neurosurgery in Shuguang hospital. 2019/6/1 Shanghai

特別講演・
招待講演

##
Yukoh Ohara; Percutaneous endoscopic lumbar discectomy ; Limitations and futures. Neurosurgery Committee of Shnaghai Association of Chinese 
Integrative Medicine Conference, 2019 Shanghai-Nagoya International Neurosurgical Forum, The 10th ACNS educational course, The 6th 
International conference of Neurosurgery in Shuguang hospital. 2019/6/1 Shanghai

特別講演・
招待講演

## 岩室宏一, DBSの作用からパーキンソン病の病態生理を考える. 第49回日本臨床神経生理学会, 福島, 2019年11月29日

特別講演・
招待講演

##
岩室宏一, パーキンソン病に対するDBS－どうしてSTN-DBSは四肢に比べて体幹症状や言語機能には効きが悪いのか－. 第58回日本定位・機能神経外科学会合同教育セミナー, 
東京, 2019年1月25日

特別講演・
招待講演

## 大石英則, ステントを用いた急性期脳動脈瘤治療の実際. 第10回 Hybrid Neurosurgery 研究会・東京都・2019年9月28日

特別講演・
招待講演

## 大石英則, フローダイバーターを用いた脳動脈瘤塞栓術の経験. 第29回北関東 Neuro IVR カンファレンス・宇都宮市・2019年3月28日

特別講演・
招待講演

## 大石英則, 再発脳動脈瘤に対するフローダイバーター治療. 第9回 Hybrid Neurosurgery 研究会・東京都・2019年4月6日

特別講演・
招待講演

## 尾原裕康;Neurospinal surgeon が考える疼痛治療、Spinal cord stimulationの前に行うこと。第33回ニューロモデュレーション学会　東京、2019年5月11日

特別講演・
招待講演

## 尾原裕康;PED は必要か?- PEDを導入して得したこと、損したこと-。第62回中部脊髄外科ワークショップ　2019年2月23日　名古屋

特別講演・
招待講演

##
尾原裕康;Soloendoscopic spinal surgeryの注意点　経皮内視鏡の取り扱い説明書;なんで壊れるのか?何に注意すると良いのか?第３４回日本脊髄外科学会ランチョンセミ
ナー。2019年6月21日　札幌

特別講演・
招待講演

## 尾原裕康;経費内視鏡の利点と限界。2019 AOSpine advanced course in Nagoya, 2019年8月31日

特別講演・
招待講演

## 尾原裕康;経費内視鏡下脊椎手術の基本手技と今後の展望。第16回BOSST, 鴨川　2019年7月20日

特別講演・
招待講演

## 尾原裕康;硬膜損傷、髄液漏とその対策。2019 AOSpine advanced course in Nagoya, 2019年8月30日

特別講演・
招待講演

## 尾原裕康;骨粗鬆症性椎体骨折　～BKPの適応とタイミングについて～。秋田田沢湖脊髄外科セミナー　2019年1月12日

特別講演・
招待講演

## 尾原裕康;脊髄血管障害　疾患を見逃さないためのキーポイント。2019 AOSpine advanced course in Nagoya, 2019年8月31日

特別講演・
招待講演

## 尾原裕康;脊椎脊髄外科手術療法Up date 神経障害性疼痛治療も含めて。第140回日本脳神経外科学会関東支部学術集会　東京　2019年12月7日

特別講演・
招待講演

## 尾原裕康;脳神経外科ハンズオン Laminoplasty Basket。脳神経外科コングレス　2019年5月16日

特別講演・
招待講演

## 菅野秀宣, 結節性硬化症のてんかん外科手術―当院の成績と文献的考察―, 第53回日本てんかん学会学術集会, 神戸、2019年11月1日

特別講演・
招待講演

## 菅野秀宣, 小児難治性てんかんに対する手術後の抗てんかん薬の減薬について, 第53回日本てんかん学会学術集会, 神戸、2019年11月2日

特別講演・
招待講演

## 菅野秀宣, てんかん臨床医が人工知能開発より見えてくるのもの, 第53回日本てんかん学会学術集会, 神戸、2019年11月1日

特別講演・
招待講演

## 須田　喜久夫　脳疾患について　川口市民大学講座、川口、2019年11月28日



特別講演・
招待講演

## 中尾保秋, 高齢者の頭部外傷と抗凝固療法ー重症化を防ぐためにー, 富士富士宮抗凝固療法学術講演会, 静岡, 2019年11月19日

特別講演・
招待講演

## 中尾保秋, 抗血栓療法と頭蓋内出血．田方脳卒中治療講演会～病診連携～, 静岡, 2019年11月19日

特別講演・
招待講演

## 宮嶋雅一:特発性正常圧水頭症の診断と治療. 宮崎神経内科懇話会　宮崎,  2019年6月26日

特別講演・
招待講演

## 宮嶋雅一:特発性正常圧水頭症の診断と治療. 生活習慣病を考える会　吉祥寺,  2019年7月27日

特別講演・
招待講演

## 宮嶋雅一:髄液循環障害による認知症病態とその対応. 第３回日本認知症脳神経外科学会　筑波,2019年9月7日

特別講演・
招待講演

## 宮嶋雅一:古くて新しいCSFを科学する～機能と特徴～　第26回日本内視鏡学会　横浜, 2019年11月7日

特別講演・
招待講演

##
山本拓史, 高齢化時代の心原性脳塞栓症～脳卒中二次予防を考える～, 臨床から見えてきた 火の国脳卒中カンファレンス Stroke conference 合同特別講演会, 熊本, 2019年
2月20日

特別講演・
招待講演

## 山本拓史, 高齢化時代の心原性脳塞栓症～脳卒中二次予防を考える～, 循環器疾患懇話会, 静岡, 2019年2月28日

特別講演・
招待講演

## 山本拓史, 脳神経外科領域におけるAMPA受容体拮抗薬の可能性とてんかん診療, 【第一報】てんかんClinical Conference Seminar in 志太榛原, 静岡, 2019年3月13日

特別講演・
招待講演

## 山本拓史, 日常診療に役立つ抗てんかん薬の使い方, てんかんWebセミナー～シームレスなてんかん診療の実現に向けて～, 静岡, 2019年3月18日

特別講演・
招待講演

## 山本拓史, 高齢化時代の心原性脳塞栓症～脳卒中二次予防を考える～, 循環器医療連携セミナー, 愛知, 2019年4月4日

特別講演・
招待講演

##
山本拓史, 日常診療で遭遇するてんかんへのアプローチ～当院におけるペランパネルの使用経験と可能性～, <第一報>フィコンパⓇインターネットライブセミナー, 静岡, 2019年4月17
日

特別講演・
招待講演

## 山本拓史, 高齢化時代の心原性脳塞栓症～脳卒中二次予防を考える～, 高齢者のトータルケアを考える会, 佐賀, 2019年4月23日

特別講演・
招待講演

## 山本拓史, 非弁膜症性心房細動による心原性脳塞栓症の最新の知見と出血性合併症へ対応, 田方医師会学術講演会, 静岡, 2019年5月16日

特別講演・
招待講演

## 山本拓史, 高齢化時代の心原性脳塞栓症～脳卒中二次予防を考える～, 第162回学術集談会, 京都, 2019年5月25日

特別講演・
招待講演

## 山本拓史, 脳卒中Up to Date, 伊東市医師会学術講演会, 静岡, 2019年5月31日

特別講演・
招待講演

## 山本拓史, 多発性脳動脈瘤に対する手術手技, 第26回静岡脳神経外科ビデオシンポジウム, 静岡, 2019年6月8日

特別講演・
招待講演

## 山本拓史, 抗血栓療法時の頭蓋内出血～DOAC時代の出血性合併症の傾向と対策, Neuro Café 2019, 静岡, 2019年6月12日

特別講演・
招待講演

## 山本拓史, 重症患者への早期経腸栄養の重要性, 松山赤十字病院NSTセミナー, 愛媛, 2019年6月17日

特別講演・
招待講演

## 山本拓史, 早期回復に向けた脳卒中症例における経腸栄養, 静岡県東部NSTフォーラム, 静岡, 2019年6月18日

特別講演・
招待講演

## 山本拓史, 高齢化時代の心原性脳塞栓症～脳卒中二次予防を考える, 第71回千葉神経外科研究会, 千葉, 2019年7月5日

特別講演・
招待講演

## 山本拓史, 防ごう脳卒中!急ごう脳卒中!～脳卒中の予防と最新治療, 市民公開講座,　静岡, 2019年8月20日

特別講演・
招待講演

## 山本拓史, 高齢化時代の心原性脳塞栓症～脳卒中二次予防を考える～, 第4回上小地域脳卒中治療研究会, ⾧野, 2019年8月23日



特別講演・
招待講演

## 山本拓史, 日常診療で遭遇するてんかんへのアプローチ～ペランパネルの使用経験と可能性～, 非専門医のためのてんかん診療セミナー, 福島, 2019年8月26日

特別講演・
招待講演

## 山本拓史, 日常診療で遭遇するてんかんへのアプローチ～当院におけるペランパネルの使用経験と可能性～, いわきてんかんセミナー, 福島, 2019年9月9日

特別講演・
招待講演

## 山本拓史, 急性症候性発作と脳卒中後てんかんのマネージメント, 三重脳卒中医療連携カンファランス, 三重, 2019年11月11日

特別講演・
招待講演

## 山本拓史, 脳卒中2次予防と脳卒中関連てんかんへの対応, 東海エリア抗血栓療法WEBセミナー, 2019年11月19日

特別講演・
招待講演

## 山本拓史, 脳卒中UP TO DATE, 川崎学術講演会, 神奈川, 2019年12月2日

特別講演・
招待講演

## 山本拓史, 日常診療で遭遇するてんかんへのアプローチ～ペランパネルの使用経験と可能性～, てんかんを考える会in川口, 埼玉, 2019年12月12日

特別講演・
招待講演

##
山本拓史, 脳関連疾患に伴うてんかんへの早期治療介入の意義～基礎・臨床から見えてきたペランパネルの可能性～, フィコンパ　インターネットライブセミナー～急性期病院で遭遇する
「発作」～,  静岡, 2019年12月18日

特別講演・
招待講演

##
和田孝次郎　大谷直樹　豊岡輝繁　戸村哲　富山新太　竹内誠　M1分岐部動脈瘤の3D-CTAを用いた破裂部位 予測と破裂モデルを用いた術中破裂の対処練習．48回日本脳
卒中の外科学会学術集会　2019年3月21日　横浜

特別講演・
招待講演

##
和田孝次郎　大谷直樹　豊岡輝繁　戸村哲　富山新太　竹内誠　ポリウレタンラミネート加工先細タイプ綿片を利用した脳神経外科手術の実際　第28回脳神経外科手術と機器学
会　2019年4月13日 岡山

特別講演・
招待講演

## 和田孝次郎　頭痛の潜水適性．第54回日本高気圧環境・潜水医学会学術総会．2019年6月16日　東京

特別講演・
招待講演

## 和田孝次郎　減圧症症例登録に向けて　減圧症症例登録項目案．第54回日本高気圧環境・潜水医学会学術総会．2019年6月16日　東京

区分 番号 研究者名, 活動の名称（執筆、出演、受賞等）, 執筆や出演の媒体（賞の主催者等）,年月日等 国際共同

その他
（広報活動を含む）

1
Shimoji K, Global Neuro Course- The interhemispheric approach,handling the brain A hands-on workshop 同時通訳　December 14,2019 Narita 
JAPAN

その他
（広報活動を含む）

2
Tsutsumi S. Diploic Veins. Anatomy, Imaging and Surgery of the Intracranial Dural Venous Sinuses: 1st Edition. ELSEVIER 2019 Chapter 24:pp201-
4.

その他
（広報活動を含む）

3 岩室宏一, パーキンソン病に対するSCSの導入－脊椎外科医の視点から－. 関東機能外科・脳神経内科カンファレンス, 東京, 2019年3月9日

その他
（広報活動を含む）

4 岩室宏一, パーキンソン病の脊椎変性治療における脊髄刺激療法の役割. SCS for Spine Surgeryカンファレンス, 東京, 2019年3月16日

その他
（広報活動を含む）

5
岩室宏一, 順天堂大学におけるDBS治療について～DBS治療をどのような患者に導入し，どのように調整していくのか?～. 第2回進行期パーキンソン病地域医療連携会, 甲府, 
2019年6月19日

その他
（広報活動を含む）

6 岩室宏一, パーキンソン病患者の疼痛に対する脊髄刺激療法の導入. BurstDR User's Meeting, 東京, 2019年8月31日

その他
（広報活動を含む）

7 梅村淳:順天堂大学でのDBS治療　ディレクショナルリードの活用について．多摩地区進行期パーキンソン病地域医療連携会　2019年4月23日　国分寺市

その他
（広報活動を含む）

8 梅村淳:パーキンソン病に対する脳深部刺激療法（DBS）DBSの概要とその効果について．5th World Parkinson Congress　2019年6月5日　京都

その他
（広報活動を含む）

9 梅村淳:STN-DBS手術　シングルトラック法の手順．DBS手技説明会　2019年7月23日　東京



その他
（広報活動を含む）

10 梅村淳:進行期パーキンソン病の手術療法．第2回パーキンソン病治療シンポジウム　2019年9月14日

その他
（広報活動を含む）

11 大石英則, 名医のいる病院2020. 医療新聞社, 脳動脈瘤(2019)

その他
（広報活動を含む）

12 川村海渡, 令和元年度プロジェクト研究費採択, 順天堂大学, 2019年7月8日

その他
（広報活動を含む）

13 川村海渡, SAMMY's AWARD受賞, 日本脳神経外科国際学会フォーラム, 2019年7月26日

その他
（広報活動を含む）

14 川村海渡, Travel award受賞, 米国脳神経外科コングレス総会, 2019年8月13日

その他
（広報活動を含む）

15
斎藤力三、寺本紳一郎、⾧谷川浩、西岡和輝、角田朗、丸木親:脳神経外科の立場から見たDOACによる抗凝固療法について　春日部不整脈を考える会2019年3月21日　春
日部

その他
（広報活動を含む）

16 斎藤力三、牧野健作、阿部瑛二、⾧谷川浩、角田朗、丸木親:当院におけるDOACのイベント　抗凝固療法適正使用推進セミナーin越谷　2019年12月5日　越谷

その他
（広報活動を含む）

17 下地一彰, 日本脳神経外科国際学会フォーラム 運営委員就任

その他
（広報活動を含む）

18 菅野秀宣、　　日本経済新聞（夕刊）、ライフサポート　てんかん改善次の一手、2019年7月31日

その他
（広報活動を含む）

19 田之上俊介, 当院における脳卒中の外科的治療介入の変化. 目黒・世田谷学術講演会 2019年2月19日

その他
（広報活動を含む）

20 中島　円: 文献抄録. No shinkei Geka 47(12), p1301(2019)

その他
（広報活動を含む）

21 ⾧谷川 浩:急性期脳卒中の現状について. 脳外科循環器合同フォーラム 2019年10月17日 埼玉

その他
（広報活動を含む）

22
原田佳尚, 「自然史に基づいた画像分類による慢性硬膜下血腫の術後再発抑制に関する後方視的研究」　第28 回日本脳神経外科漢方医学会学術集会　会⾧賞，2019年11
月9日

その他
（広報活動を含む）

23 肥後拓磨　epilepsy sharing meeting（東京, 目黒）症例報告 2019年6月6日

その他
（広報活動を含む）

24 宮嶋雅一:特発性正常圧水頭症　認知症疾患センター講演会　江東区,  2019年3月15日

その他
（広報活動を含む）

25 吉田賢作;都政新報　脳卒中について（2019,全5回）

その他
（広報活動を含む）

26 吉田賢作　病診連携公演;脳血管内治療の進歩と脳卒中予防（東京, 渋谷）2019年1月10日

その他
（広報活動を含む）

27 吉田賢作　区西南部の地域包括ケアシステムと回復期リハビリテーション病棟を考える会公演;脳血管内治療の進歩と脳卒中の再発予防（東京, 渋谷）2019年７月12日
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